
景
観
単
位

種
　
　
別

概
　
　
　
　
　
　
要

要
　
　
　
　
　
素

建
造
物

家
屋

農
家
の
変
遷
を
残
す
家
屋
は
、
田
染
荘
小
崎
の
景
観
を
構
成
す
る
大
切
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
。

小
崎
地
区
内
の
６
３
件

農
地

中
世
以
降
開
発
が
進
ん
だ
本
地
区
水
田
は
、
地
形
に
沿
っ
た
独
特
の
曲
線
を
有
し

て
お
り
、
そ
の
形
状
は
中
世
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
形
状
や
、
用
排
水
路
、
道
路
の
配
置
か
ら
、
水
田

開
発
の
歴
史
を
物
語
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

選
定
申
出
範
囲
内
の
良
好
な
形
で
維
持
さ
れ
て
い
る
水
田

農
道

水
田
と
同
様
の
曲
線
を
有
し
て
お
り
、
水
田
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
区
の
景
観
を
構
成

し
て
い
る
も
の

選
定
範
囲
内
の
耕
作
道
及
び
市
道

用
排
水
路

水
田
の
形
状
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
水
田
、
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
の

景
観
を
構
成
し
て
い
る
。
基
本
的
に
、
用
排
兼
用
水
路
と
な
っ
て
お
り
、
貴
重
な
用
水

を
反
復
利
用
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
田
か
ら
水
田
へ
用
水
を
供
給
す

る
田
越
し
か
ん
が
い
も
中
世
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
民
家
の

地
下
を
流
れ
る
水
路
も
特
徴
的
で
あ
る
。

選
定
範
囲
の
既
存
の
用
排
水
路
（
マ
ブ
を
含
む
）

池
不
足
す
る
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
小
崎
川
と
並
ん
で
水
源
と
し
て
整
備
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
築
堤
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

水
田
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

峠
池
、
愛
宕
池
、
二
宮
池
、
焼
山
池

【
小
崎
川
水
系
】

ト
ウ
ゲ
ノ
シ
タ
、
上
空
木
、
ム
コ
ウ
ノ
タ
、
タ
カ
イ
ワ
、
ウ
ツ
ギ
、
ウ
ツ
ギ
シ
タ
ハ
シ
、

オ
テ
、
ウ
マ
ノ
カ
ワ
、
ゴ
ウ
バ
タ
、
マ
エ
ダ
、
ヒ
ラ
ト
コ
、
オ
ッ
ケ
バ
、
ジ
ゾ
ウ
サ
マ
、

ヒ
バ
ラ
、
タ
タ
ラ
、
ハ
レ
、
フ
シ
ン
ダ
、
山
ノ
口
、
ケ
ン
ノ
キ
、
赤
迫
、
ヒ
ジ
ワ
ラ
、
ナ
ガ

ン
タ
、
シ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
オ
ツ
ボ
、
マ
ブ
、
上
ノ
、
フ
ロ
ノ
モ
ト
、
廟
ノ
下
、

【
愛
宕
池
】

ヤ
ナ
ガ
ツ
、
バ
バ
シ
タ
、
ハ
カ
ノ
シ
タ
、
ナ
ナ
ツ
ヤ
、
キ
レ
イ
ケ
、
オ
ヤ
マ
①
、
オ
ヤ

マ
②
、
オ
ヤ
マ
③
、
オ
ヤ
マ
④
、
オ
ヤ
マ
⑤
、

【
二
宮
池
】

ゴ
ク
デ
ン

集
落

　
　
村
絵
図
に
描
か
れ
た
道

屋
敷
・
　
土
塁

　
　
延
寿
寺
・
渡
辺
公
明
家
、
冨
田
澄
彦
家

城
館

烏
帽
子
岳
城
：
戦
国
時
代
に
田
染
荘
政
所
を
務
め
た
古
庄
氏
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た

烏
帽
子
岳
城
は
、
馬
城
山
の
西
の
境
（
六
郷
山
寺
院
の
周
辺
）
に
あ
た
る
山
（
烏
帽

子
岳
）
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

小
崎
館
：
真
宗
寺
院
と
し
て
１
６
４
１
年
に
吉
田
延
寿
丸
に
よ
っ
て
送
検
さ
れ
た
も
の

で
、
元
は
相
原
村
に
あ
っ
た
が
、
１
６
４
４
年
に
現
在
地
に
移
転
し
た
。

烏
帽
子
岳
城
、
尾
崎
城
館

神
社
・
神
社
跡

本
地
区
の
開
発
の
起
源
と
さ
れ
る
神
社
及
び
神
社
跡

二
宮
八
幡
宮
、
雨
引
社
、
愛
宕
社
、
奥
愛
宕
社
、
三
島
社
、
間
戸
の
金
比
羅

寺
・
寺
跡

長
野
観
音
寺
跡
、
宝
珠
院
跡
、
延
寿
寺
、
間
戸
寺
跡

堂
・
堂
跡

弁
財
天
、
阿
弥
陀
堂
跡
、
延
寿
寺
境
内
堂
、
原
の
お
堂
、
堂
山
堂
、
奥
の
堂
さ

ま
、
鶏
亀
地
蔵
堂
、
護
摩
堂
跡

岩
屋

朝
日
岩
屋
、
夕
日
岩
屋
、
ロ
ッ
コ
さ
ま
、
茅
場
堂

墓
地

廟
の
前
、
イ
イ
ズ
カ
(田
染
家
の
古
墓
)、
空
木
・
河
野
家
墓
地
、
小
藤
河
野
家
墓

地
、
枡
淵
後
藤
家
墓
地
、
愛
宕
加
藤
家
墓
地
、
七
ツ
ヤ
入
会
墓
地
、
赤
迫
入
会

墓
地
、
上
ノ
原
入
会
墓
地
、
上
ノ
原
冨
田
家
墓
地
、
池
ノ
内
墓
地

石
造
物

宝
篋
印
塔

延
寿
寺
宝
篋
印
塔
2
基

五
輪
塔

観
音
寺
跡
五
輪
塔
５
基
、
延
寿
寺
五
輪
塔
４
基
、
河
野
墓
地
五
輪
塔
群
、
護
摩

堂
跡
五
輪
塔
1
3
基

石
殿

延
寿
寺
石
殿
、
河
野
家
墓
地
石
殿
２
基
、
護
摩
堂
跡
石
殿

宝
塔

長
野
観
音
寺
跡
宝
塔
1
基

屋
敷
神

阿
部
武
則
家
(カ
ド
の
屋
敷
)の
石
造
物
群

渡
辺
公
明
家
の
石
造
物
群

田
染
館
の
石
造
物
群

河
野
英
樹
家
(タ
ネ
ノ
ブ
屋
敷
)の
石
造
物
群

河
野
光
雄
家
の
タ
ネ
ノ
ブ
屋
敷
の
種
信
大
明
神

ナ
カ
ヤ
の
石
造
物
群

そ
の
他

長
野
観
音
寺
跡
線
彫
五
輪
塔
碑
２
基
、
間
戸
二
重
塔
、
河
野
家
墓
地
「
春
翁
」
石

造
物
、
雨
引
社
の
鳥
居

木
造
仏

朝
日
岩
屋

尊
名
不
詳
立
像
、
下
部
欠
失
像
、
坐
像
、
木
片
に
等
し
い
尊
名
不
詳
仏

夕
日
岩
屋

尊
名
不
詳
立
像

延
寿
寺
の
境
内
堂

如
来
刑
坐
像
、
聖
観
音
立
像
、
破
損
・
風
滅
仏
、

石
仏

朝
日
岩
屋

薬
師
如
来
坐
像
、
千
手
観
音
像
、
弘
法
大
師
坐
像

夕
日
岩
屋

地
蔵
菩
薩
坐
像
、
地
蔵
菩
薩
立
像
、
尊
名
不
詳
立
像
頭
部
欠
、
観
音
菩
薩
立
像

延
寿
寺
の
境
内
堂

地
蔵
坐
像
、
観
音
坐
像
2
体

愛
宕
社
奥
の
院
の
境
内
林

愛
宕
社
の
境
内
林

雨
引
社
の
境
内
林

二
宮
八
幡
社
の
境
内
林

延
寿
寺
の
境
内
木

動
物

田
染
荘
の
文
化
的
景
観
を
形
成
し
、
ま
た
支
え
て
き
た
動
物
た
ち

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
、
オ
オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
カ
エ
ル
、
ヘ
ビ
、

ク
サ
ガ
メ
、
コ
ウ
モ
リ
、
サ
ギ
、
川
魚
、
マ
ム
シ
、
カ
ラ
ス
、
ス
ズ
メ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ト
ン

ボ
、
イ
タ
チ

山
・
岩
峰

古
い
火
山
性
の
凝
灰
岩
が
作
り
出
し
た
奇
岩
が
つ
な
が
る
岩
峰
は
、
地
域
の
景
観

を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
間
戸
の
岩
屋
に
は
朝
日
観
音
、
夕
日
観
音
、
地

蔵
や
祠
が
あ
り
、
地
域
信
仰
書
や
山
岳
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。

間
戸
の
岩
屋

河
川
（
護
岸
）

地
区
を
縦
断
す
る
小
崎
川
は
、
中
世
以
降
本
地
区
の
稲
作
の
根
源
と
な
る
用
水
源

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

小
崎
川

本
地
区
の
開
発
の
起
源
と
さ
れ
る
神
社
に
は
、
鎮
守
の
森
と
し
て
、
地
域
景
観
の
重

要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

工
作
物

（
農
業
以
外
）

『
豊
後
国
田
染
荘
の
調
査
』
で
、
小
崎
地
区
は
中
世
の
景
観
を
今
に
伝
え
る
と
評
価

さ
れ
た
。
谷
の
入
口
中
央
の
台
薗
と
呼
ば
れ
る
集
落
は
高
山
の
尾
根
が
盆
地
に
出

て
き
た
先
に
位
置
し
、
そ
の
よ
う
な
地
形
か
ら
「
尾
崎
」
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
小
崎
地
区
の
台
薗
に
は
十
数
軒
の
家
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
集
落
は
、

鎌
倉
時
代
の
末
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。

工
作
物

（
信
仰
に
関
わ
る

も
の
）

自
然

鎮
守
の
森

中
世
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
農
業
用
水
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
。
稲
作
に

欠
か
せ
な
い
貴
重
な
水
資
源
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

堰

工
作
物

（
農
業
関
連
）

仏
像

地
割
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【
工
作
物
の
定
義
】

※
　
景
観
法
に
は
工
作
物
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
小
崎
に
つ
い
て
は
下
記
の
よ
う
に
工
作
物
を
位
置
づ
け
る
。

【
工
作
物
】

　
電
柱
、
電
波
塔
、
広
告
物
・
道
路
案
内
板
、
自
動
販
売
機
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
河
川
擁
壁
、
砂
防
ダ
ム
、
河
川
堰
、
河
川
橋
梁
、
水
田

法
面
、
宅
地
の
擁
壁
石
積
み
、
階
段
等
の
石
積
み
、
公
共
工
事
で
建
設
さ
れ
る
人
工
物
等

景
観
形
成
基
準

項
目

指 針 基 準 指 針 基 準 指 針 基 準 指 針 基 準 指 針 基 準 指 針 基 準

①
農

業
目

的
以

外
の

物
の

堆
積

・
景

観
に

不
調

和
な

露
出

し
た

物
の

堆
積

は
避

け
る

（
た

だ
し

、
農

業
目

的
の

も
の

は
そ

の
限

り
で

は
な

い
）
。

①
建

築
物

（
改

修
）

・
伝

統
的

な
様

式
を

残
す

建
築

物
は

、
外

観
と

骨
組

み
を

な
る

べ
く

維
持

し
た

改
修

を
奨

励
す

る
　

（
た

だ
し

、
　

内
部

の
居

住
環

境
の

改
善

は
自

由
）
。

（
新

築
）

・
新

築
す

る
場

合
は

、
基

本
的

に
地

域
の

景
観

に
調

和
す

る
よ

う
な

構
造

、
高

さ
、

色
彩

で
木

造
和

風
と

す
る

。
（
付

属
屋

）
・
車

庫
等

で
付

属
屋

に
つ

い
て

も
木

造
を

基
調

と
し

、
地

域
の

建
築

物
と

調
和

さ
せ

る
。

（
建

築
設

備
）

・
建

築
設

備
等

は
で

き
る

だ
け

道
路

よ
り

見
え

な
い

よ
う
に

す
る

。
②

屋
敷

構
え

・
主

屋
、

付
属

屋
、

前
庭

の
ま

と
ま

り
の

あ
る

屋
敷

構
え

を
基

本
と

す
る

。
③

緑
化

の
奨

励
・
屋

敷
に

お
け

る
庭

木
、

生
け

垣
、

草
花

の
美

化
を

行
う
。

①
鉄

塔
等

・
送

電
鉄

塔
、

電
波

塔
等

は
極

力
立

地
し

な
い

。
や

む
を

得
な

い
場

合
は

、
極

力
高

さ
を

低
く

お
さ

え
、

　
目

立
た

な
い

位
置

に
設

置
す

る
。

周
辺

と
調

和
す

る
色

彩
と

す
る

。
②

各
種

工
作

物
・
煙

突
、

遊
戯

施
設

、
汚

物
処

理
施

設
、

自
動

車
駐

車
施

設
は

極
力

立
地

し
な

い
。

③
屋

外
照

明
等

・
屋

外
照

明
は

下
方

を
基

本
と

し
、

む
や

み
に

上
方

を
照

ら
さ

な
い

。
・
自

動
販

売
機

等
は

内
蔵

光
源

を
明

る
す

ぎ
な

い
よ

う
に

す
る

。
・
投

光
器

等
の

天
空

へ
の

光
束

を
行

わ
な

い
。

④
自

動
販

売
機

・
野

立
て

の
自

動
販

売
機

は
設

置
し

な
い

（
た

だ
し

、
屋

敷
地

内
及

び
店

舗
に

属
す

る
も

の
は

除
く

）
。

⑤
そ

の
他

・
景

観
に

配
慮

す
る

工 作 物

土 地 の 形 質 の 変 更

( 開 発 行 為 ・ 土 石 の 採 取 等 を 含 む )

・
中

世
か

ら
続

く
景

観
を

次
世

代
に

継
承

す
る

。
・
美

し
い

水
田

の
広

が
り

と
集

落
の

た
た

ず
ま

い
を

次
世

代
に

継
承

す
る

。
・
農

地
と

し
て

の
利

用
を

維
持

す
る

。

①
農

業
目

的
以

外
の

土
石

の
採

取
ま

た
は

鉱
物

の
掘

採
・
農

業
目

的
以

外
の

土
石

の
採

取
ま

た
は

鉱
物

の
掘

採
は

行
わ

な
い

。
　

や
む

を
得

ず
行

う
場

合
は

次
に

よ
る

こ
と

。
　

ⅰ
道

路
等

か
ら

見
て

目
立

つ
場

所
で

は
行

わ
な

い
。

　
ⅱ

周
辺

の
植

生
と

調
和

し
た

緑
化

等
に

よ
る

遮
蔽

を
行

う
。

　
ⅲ

周
辺

の
植

生
と

調
和

し
た

自
然

回
復

を
す

る
修

景
緑

化
を

行
う
。

②
新

た
な

の
り

面
、

擁
壁

、
土

地
の

造
成

・
新

た
な

の
り

面
、

擁
壁

の
造

成
は

造
成

を
行

わ
な

い
。

　
や

む
を

得
ず

行
う
場

合
は

次
に

よ
る

こ
と

。
　

ⅰ
の

り
面

は
緑

化
が

可
能

な
勾

配
と

し
、

歴
史

お
よ

び
自

然
景

観
に

調
和

す
る

植
栽

を
す

る
。

　
ⅱ

擁
壁

は
自

然
石

積
み

ま
た

は
緑

化
等

を
行

う
。

③
た

め
池

、
堰

、
農

業
用

排
水

路
・
た

め
池

、
堰

、
農

業
用

排
水

路
の

位
置

は
な

る
べ

く
変

更
し

な
い

。
　

改
修

を
行

な
う
場

合
は

、
周

辺
景

観
と

調
和

す
る

よ
う
に

配
慮

す
る

。

木 材 の 伐 採 等

内
　

　
　

容

屋 外 に お け る

物 の 堆 積

①
長

期
に

わ
た

る
土

石
、

廃
棄

物
、

再
生

資
源

等
の

堆
積

・
9
0
日

を
越

え
て

、
高

さ
1
.5

ｍ
ま

た
は

面
積

5
0
㎡

を
越

え
る

土
石

、
廃

棄
物

、
再

生
資

源
等

の
堆

積
は

行
わ

な
い

　
（
た

だ
し

、
農

業
目

的
の

も
の

は
そ

の
限

り
で

な
い

）
。

　
や

む
を

得
な

い
場

合
は

、
道

路
等

か
ら

見
え

に
く

い
場

所
を

選
び

、
道

路
か

ら
出

来
る

だ
け

離
し

、
高

さ
を

低
く

し
、

　
樹

木
等

で
目

立
た

な
い

よ
う
に

す
る

。

・
景

観
資

産
を

保
護

す
る

。

共 通 事 項 建 築 物 お よ び 屋 敷 地

①
建

築
物

（
規

模
）

・
新

築
す

る
建

築
物

の
最

高
の

高
さ

は
、
1
3
ｍ

を
超

え
な

い
こ

と
（
形

態
意

匠
）

・
構

造
：
新

築
で

は
和

風
木

造
で

、
地

上
２

階
建

て
以

下
を

基
本

と
す

る
。

・
屋

根
：
和

型
瓦

葺
を

基
本

と
し

、
色

彩
に

つ
い

て
は

、
既

存
家

屋
の

色
彩

ま
た

は
自

然
色

あ
る

い
は

低
彩

色
と

す
る

。
・
外

壁
：
板

壁
調

及
び

塗
り

壁
調

を
基

本
と

す
る

。
　

　
　

　
 色

彩
は

、
自

然
素

材
色

を
基

調
と

す
る

。
た

だ
し

、
付

属
屋

は
景

観
に

調
和

し
た

も
の

と
す

る
②

屋
敷

構
え

・
敷

地
の

履
歴

を
配

慮
し

た
も

の
と

し
、

前
庭

を
設

け
る

③
緑

化
・
外

構
に

つ
い

て
は

、
低

木
を

基
本

と
し

、
景

観
に

調
和

さ
せ

る

①
景

観
木

等
の

保
全

・
や

む
を

得
ず

伐
採

し
た

場
合

は
、

跡
地

に
植

栽
を

行
う
。

①
土

地
の

形
質

の
変

更
・
農

業
目

的
以

外
の

土
地

の
形

質
の

変
更

を
基

本
的

に
抑

制
す

る
。

②
土

石
の

採
取

ま
た

は
鉱

物
の

掘
採

・
農

業
目

的
以

外
の

土
石

の
採

取
ま

た
は

鉱
物

の
掘

採
は

基
本

的
に

は
行

わ
な

い
。

①
工

作
物

・
や

む
を

得
ず

立
地

す
る

工
作

物
は

、
緑

化
に

よ
り

目
立

た
な

い
よ

う
に

す
る

な
ど

、
景

観
に

配
慮

す
る

。
・
色

彩
は

低
彩

度
色

を
基

調
と

す
る

。

①
木

竹
、

景
観

木
等

の
保

全
・
歴

史
的

景
観

の
素

地
を

な
す

木
竹

、
景

観
木

等
を

保
全

、
維

持
管

理
、

植
栽

す
る

。
②

森
林

の
保

全
・
森

林
の

立
木

伐
採

に
お

い
て

皆
伐

は
行

わ
な

い
。

③
鎮

守
の

森
・
鎮

守
の

森
の

立
木

伐
採

に
お

い
て

皆
伐

は
行

わ
な

い
。

③
駐

車
場

等
に

お
け

る
植

栽
・
農

業
土

地
利

用
以

外
の

観
光

客
用

の
駐

車
場

は
抑

制
す

る
。

や
む

を
得

な
い

場
合

は
植

栽
を

十
分

に
行

う
。
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